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位を占めるまでに伸びた。ICAO（International Civil Aviation Organization＝国際民間
航空機関，後述）に加盟している世界の航空会社の国際・国内線の輸送実績合計，上位
16ヵ国は以下の通りである。
注 ）ICAOによる2007年暫定値（増減率は対2006年）。湾岸 3 国はバーレン，オーマン，アラブ首長国連邦。航空
振興財団発行「数字でみる航空2009」より。
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日本の輸送実績は，2002年までの数年間，広大な領土を持ち，航空輸送需要が高いア



















































































































1 県 1 空港の日本では新規航空会社が経営を成り立たせるのは難しい。不況によるビジ
ネス出張の停滞，新型インフルエンザによる航空機利用の自粛，値下げ傾向にあった燃
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その 3 年後の2004年の外国人受け入れ旅行者数は 7 億6,328万人（2001年比110.2％，
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には航空政策や空港問題等を改めて，かつ真剣に討議を重ねることが必要の時が来てい
る。
米・欧・アジアと大きく，激しい変動の時代を迎え世界の政治，経済の動きに連れ航
空事業の動静も様々に大きく変化していく。国際間の往来や交流の広がりは一時的な停
滞があってもグローバルの時代，今後とも拡大し続ける。そのためにも不況の早急な克
服が必要だが，交流拡大の舞台裏でなくてはならない航空輸送の役割，広がりは今後
とも期待される。世界的な空の門戸解放，オープンスカイの（日本の空の維新とも言え
る）時を迎え，また日本が沈まぬ国にならないためにも，翼による交通機関の再浮上を
願いたい。
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